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章 4 6 7 8




駅膓麦手段分析 買物行動分析 経路配2z開発 交通事故分析 沿道住民意識分析 ケ1：タデ差
実施主体
対象・地区 調査　内　容 実施年月
新大阪・豊里地区 生活環境評価調査宰 1980．10 ○ 1）
関目地区（事業前） 事故・交通実態調査 1984．10 ○ 2）
住民行動調査　　＊ 1985．10 ○ ○ O 2）
都島地区 道路環境評価調査＊ 1985．10 ○ ○ 2）
事故・交通実調査 1985．11 O ○ ○ 2）
東三国・高殿地区 道路環境評価調査＊ 1985．11 ○ 2）
住民利用経路調査＊ 1986．5 ○ ○ 3）歌島・今里地区
ｼ古屋市港楽地区 交通実態調査 1986．5 ○ ○ 3）
全国のコミュニティ道路 交通量変化げリング＊ 1986．5○ 3＞
交通実態調査 1986．11 ○ ○ ○ 4）関目地区





















































































































































































































































































































































































































































































































































































タイプ 立　　地 道路網 道路幅貝 建築物 地域特性 スペース 速　　度 流入交通 駐　　車
都心また 標準的、 ほとんど 密集建築 主として 一般に不 ほとんど 特に朝夕 駐車需要
はその近 等級区分 の場合狭 3～4階住居。か 足。前庭 低速。 ラッシュ 大。
la く 無し い。10m建て。高 なり事務 はまれ。 アワー時 禁止区城
以内 居住密度 所もある に多い。 まで駐車
ほとんど 一部開け 主として わずかな 部分的に
の場合広 た建築街 住居。中 オープン 加速可能
lb 同　　上 同　　上 く、12m区。4階 には事務 スペース 同　　上 同　　上
以上 まで。中 所もある まれに前
居住密度 庭あり
都心周辺 標準的、 一部狭く 低居住密 ほとんど 十分ある そのとき 需要はふ
幅の広い しばしば 度 が住居。 前庭も多 によるが つう。ほ
π 歩道 街路樹の まれに事 い 同　　上 たいがい とんどの
ある歩道 務所 少ない 場合十分
小都市 非規則的 種々様々 一戸建て ほとんど 一部広場 道路によ 需要より
またはそ およぶア 住居。事 空地。前 るが一部 もスペー
皿 の周辺 パート。 務所なし 庭もある 加速可能 同　　上 スが多い
中～低居
住密度
大都市圏 体系的、 機能段階 一戸建て 州建築法 住区内幹 まれ。た 十分な個
の郊外、 等級区分 別、幅広 から建物 により十 線道路で いていの 人用駐車
IV または衛 有り い住区内 街区まで 同　　上 分確保。 はしばし 場合不可 場有り。
星都市 幹線道路 高居住密 建物によ ば高速 能 幹線には
度 り前庭有 駐車多い
小都市周 非体系的 種々様々 一戸建て 圧倒的に 十分ある 種々様々 ほとんど 公的場所
辺 1～2階住居 ほとんど なし での駐車



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































捗 73大規模自転車道の整備開始 73自転車安全利用モデル都市 73ガソリン車排ガス規制一78
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































従来の区分 大阪市調査5） 名古屋市調査6） 建設省調査7） 本研究
補助幹線道路 バス系道路 住区骨格道路 自動車系道路
一　　”　　一　　一　　一　　一　　≡　　一　　一　　・　　一　　’　　一　　⇒ 一　　一　　’　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　．　　， コレクター道路 住区骨格道路
，　一　一　一　≡　一　一　一　一　．　・　一　≡　一　一 自動車系道路 住区導入道路 コレクウー道路
一　　一　　一　　一　　一　　一　　≡　　≡　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一 一　　一　　一　　■　　一　　一　　テ　　ー　　’　　一　　’　　一　一　　←　　一 一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　”　　・　　”　　一 一　　⇒　　一　　一　　一　　一　　’　　●　　’　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一























































































































































分類 調査項目 調査資料、胴査方法 備考 ① ② ③ ④
土地利用状況 土地利用、住宅地図 街区帰用状況 ○
用途地城指定 都市計画図 ○






商店布 住宅地図、商店街総覧 商店街・スーパーなど ○ ○
施設の入口 現地調査 駅・スーパー・マンション・小中学校 ○ ○
常住人口 国勢調査、メァシュデータ 町丁目別、調査区別、メッシュ別 ○
人口 従業人口 事業所統計、メヲシュデータ 〃 ○
住宅数、世帯数 住宅地図 街区別、沿道別 ○ ○
道路網 地図 ‡，｝ワークテ㌔ウ ○ ○ ○
道路幅員、構造 道路台帳 幅員、断面構成 ○ ○ ○
道路 交通安全施設 道路台帳、現地調査 歩道、路側帯、ガードいル ○ ○
交通規制 交通規制図、現地調査 一方通行、通　禁止、速度、車、時間規制 ○ ○ ○
道路景観 現地調査、写真撮影 沿道の植裁、塀の種類、建物の高さ ○ ○
交通量 現地調査 主要地点四輪、自転車、歩行者交通1 O○
通過交通量 現地？’いけンハ㌧調査 流出入地点間の通過交通量、通過経路 ○ ○ ○
交通 施設利用圏 アンケー｝ 駅・商店街の利用圏 O
駐車台数 現地調査、アンケー｝ ○ ○
生活利用 現地調査、アンケート 遊び・立話・植木置場などの生活利用実態 ○ ○
交通事故 交通　故図 行者・自　車・二輪　故の位置、件危険
ﾓ所 危険箇所 ヒアリング、アンケート 危険を感じる交差点、区間 ○
問　箇所 ヒアリング、アンケー｝ 殺風景な所、緑の少ない所 ○
都市計画道路 都市計画図、ヒアリング 計画道路、事業の進展動向 ○関連
v画 公共施般計画 ヒアリング ○




















































































































































































































































































































歩 ソ 路 路
車 フ 面 面
分 ト 共 共
道路　タ　イ　プ 離 分 有 有
型 離 A B 備考
「住区骨格道路」





路 地区の車を幹線道路や住区骨格道路に導く道路 ◎ ○ 合は路面共有型が
地区に関係のない車はほとんど入らない 可能
歩 「歩行者系幹線道路」 十分な歩道が取れ




路 歩行者・自転車交通量は多いが、自動車交通は少ない ○ ◎ ○ 商店街等では歩行
幅貝が十分でなく歩道のつけられない道路 者専用道路規制
「生活系区画道路」 通過交通抑制









自動車 歩行者 生活系 自動車 歩行者 生活系
道路機能タイプ 系道路 系道路 道路 道路機能タイプ 系道路 系道路 道路
適 適
用 歩 路 ソ 路 路 庭 用 歩 路 ソ 路 路 庭
対 構造 車 面 フ 面 面 先 対 構造 車 面 フ 面 面 先
象 分 共 ト 共 共 型 象 分 共 ト 共 共 型
薦 有 分 有 有 離 有 分 有 有
手法 型 型 離 型 型 手法 型 型 離 型 型
速度規制　30k■／h ○ ○ 点滅警告信号 ○ ○
速度規制　20k■／h ○ ○ ○ 道 生活道路サイン ○ ○ ◎
道 速度規制　10k■／h O 大型車通行禁止 OO◎ ◎ ◎
クランク状の車道 ◎ ○ 路 時間通行規制 ○ ○ O◎
スラローム状の車道 ○ ○ 歩行者専用道路規制 ○ ○ ◎
路 フォルトの設置 ○ ○ ◎ 区 段差付き歩道 ◎ ○
ハンプ O○ ○ ○ 車止，保護柵 ○ ◎ ○
デコボコ舗装 OO○ ○ 間 路側交互駐車方式 O ○
区 狭さく
ﾔ道狭さく
○◎ ○ ○ O 切欠停車スペース ○ O
イメージハンプ ○ ○ ○ ○ ◎ ミニ・ローターり一 ○ ○ ○
間 イメージフォルト ○ O○ 交 斜め遮断 O○
減速ストライプ ○ ○ ○ 差 直進遮断 ○ ○
ランプルストリップ ○ 点 交差点ハンプ O O○ ○





















項 目 評価の内容 ＊
交通量 滅少する所は、逆に増加する所は？＿．＿． O
通過経路の抑制策は十分か？＿．＿＿＿．
自動車交通 速度 速度抑制される所は？・……………・… ○
車種 地区関連の大型車の通行経路の変化は？．＿
駐車 駐車が抑制されると二ろは？＿＿．＿．＿
逆にしわ寄せを受ける所はないか？＿．．＿
交通量 増加する所は？＿＿＿……・．……… O
交錯 自動車と歩行者の交錯が多い所は．＿＿＿ O
自転車と自動車の交錯が多い所は＿．＿＿ ○
歩行者自転車交通 解消するか？別の場所に変化しないか？．． ○
安全性 道路状況、自動車交通量からみて通行に危険
を感じる所はないか？＿＿＿＿＿．．＿ O
身障者 身障者・老人に危険となることはないか？．．
生活利用 安全性 立ち話、子供の遊び、道路の横断などの利用
が危険となる所はないか？＿＿＿．＿＿ ○
景観 快適性 改善されるところはどこか？＿．．＿＿＿
住民 住民が自宅へ自動車でアクセスする時に不便
アクセシビリティ になるところはないか？＿＿＿．．．＿．．． ○
緊急車 消防車などの大型緊急車のアクセスが確保さ
れているか？＿．．＿．＿．＿．．．＿．．．．．．
費用 整備にかかる費用．．＿＿＿．．＿＿．．＿
コスト 工事 工事期間の長さ＿………・……・……
{工上の問題（工事中の交通制御）．＿＿．
注）　○：本研究で開発するシステムで評価情報が作成できるもの
4－5－2　計画案の選択
　実施計画案を決めるには、以上のような技術情報をもとに、望ましい計画案を抽出しなければな
らない。しかし、技術的手法で得られる評価情報が完全であるとは言えず、また時間とともに地区
の状況も変化する。したがつて、計画案の選択や実施計画には以下のような柔軟な対応が必要と考
えられる。
①住民投票方式
　住民に複数の代替案を評価情報とともに示して、投票やアンケート方式で実施案を検討する。
②段階的実施
　計画案を望ましく問題がないと思われる手法から順に実施する段階的実施案を作成し、その効果
　把握や住民意見のモニターリングをしながら対策を変更していく方法。
③実験的実施
　　仮設施設による実験的実施をいくつかの代替案について行って、その効果を比較して、恒久的実
　　施方法を決定する方法。
　　ただし、計画案は、たとえ実験的実施を前提としたものであっても、限り問題が少なく、望まし
いと考えられる計画案を提示することが重要であり、そのためにはプランナーが代替案の問題をあ
　らかじめ検討する必要は依然残っている。
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4－6　結　語
　本章では、本研究で考える住区交通抑制計画の理念と、計画案作成にあたっての基本的な手順、
それらの具体的方法を提案した。
1）　まず、4－2では住区交通抑制計画の目的、その対象とする地区、そしてその基本理念と計
画手順を提案した。それらは以下のようにまとめられる。
①住区交通抑制計画の基本的な目的は、車利用を前提とした市民生活と住環境保全との調整のた
　め、道路網上での交通整序化と歩行者空間の実質的拡大をはかることにあると言える。
②住区交通抑制計画は、「居住機能を中心とした、通過交通をいれるべきでない地区」を対象と
　して、交通規制や歩車共存手法などの短期的対策を用いて、自動車交通の制御、歩行者・自転車
　空間の整備、道路の生活機能の向上、さらには道路景観の向上をはかるものと言える。
③さらに、そのための基本的な方法として「道路の使い分け」の考え方が重要である。これは「
　道路の段階構成」の考え方に近いが、「道路の使い分け」は従来の自動車サイドからの段階構成
　でなく、歩行者や住民の生活利用をも考慮した、よりきめ細かな「道路デザインの段階構成」を
　計ろうとするものと言える。
④以上のことから、本研究では、自動車、歩行者の通行と沿道住民の生活利用を住区道路の重要
　な機能と考えて、　「自動車系・歩行者系・生活系」の3つの道路機能タイプに使い分ける方法を
　提案した。従来の分類の方法に比較して、住区道路の大半を占める交通需要の少ない道路を「生
　活系」として認識することで、それらの道路の整備方向を明確に示すことが可能となっている。
⑤住区交通抑制計画の手順では、地区交通環境改善の視点から、現状の問題に即したアプローテ
　が重要である。そこで、本研究では、現状の調査から地区の現状と課題を把握し、それを改善す
　る代替案を作成し、それらの代替案の効果予測と評価情報をもとにして、実施計画案を選択する
　という計画手順を提案した。
⑥以上のような計画プロセスを構成することで、第5章以下で開発する計算機支援システムの役
　割を明らかにし、各プロセスにおける住民参加の具体的方法と、柔軟な実施計画方法を提案した。
2）　次に、4－3では基礎調査において、必要な調査項目とその利用目的を明らかにするととも
に、特に、交通量調査について効率的調査方法を開発した。
①基礎調査においては、対象地区の土地利用、人口、主要施設配置、道路網、交通状況のデータ
　が必要となる。そして、これらのデータから、地区の性格把握、交通の流れの把握、各道路の特
　性把握、交通環境上の問題発見を行なう。
②地区内の交通量を効率的に把握する方法として、サンプリングパトロール調査、判別モデルに
　よる方法、アンケートによる方法が考えられる。特にここでは、数回の15分間観測交通量から
　12時間交通量を推計するサンプリングパトロール調査手法を提案し、交通量調査データの分析
　をもとに、自転車・自動車で2回、歩行者で5回程度の観測すればよいことを明らかにした。こ
　の方法により、少ない調査員で多区間の交通量把握を効率的に行なうことが可能となった。
3）　さらに、4－4では道路の使い分けにもとつく代替案作成の手順と基本的考え方を提案した。
その内容は以下のようにまとめられる。
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①道路の使い分けの代替案の作成手順として、現状の問題と地区将来像の把握をもとに整備方針
　を定めるとともに、各道路の特性から自動車系’・歩行者系・生活系道路の候補となる路線を抽出
　し、これらを調整してネットワークを構成し、さらに各道路における道路構造タイプを決めると
　いう手順を提案した。
②この手順では、3つの道路機能タイプを配置してネットワークを構成することが重要なプロセ
　スとなる。このための基本方針として、生活系ユニットの構成と歩行者ネットワークの形成の考
　え方を示した。これは、自動車系道路で住区をaニットに分けるとともに、歩行者系道路を主要
　歩行者施設を連結するネットワークとする方法であり、この方針をとることで、「歩行者軸の交
　通環境整備」と「生活空間としての道路環境整備」を体系的に実現できる。
③道路構造タイプの設定では、自動車系・歩行者系・生活系道路について、分離タイプ・ソフト
　分離タイプ・路面共有タイプの構造タイプを道路の条件に応じて適用する考え方を提案した。こ
　のように、道路機能タイプと構造タイプを分離して考えることで、同じ路面共有タイプでも機能
　タイプによって設計方針が異なるように、道路の整備方針を明確にすることができた。
4）　最後に4－5では、代替案評価に必要な項目を整理するとともに、それらの情報を作成する
ために、交通量予測や交通状況の良否を判断する技術的手法を導入した計算機支援システムの有用
性を示した。また、計画案の選択においては、合意形成の促進、多様な地区特性への対応、効果の
不確実性への対応の必要を指摘し、技術情報を用いながら、住民投票、段階的実施、実験的実施な
どの柔軟な実施計画をとることを提案した。
5）　以上、本章では住区交通抑制計画の基本的理念の考え方を整理して、その目的に即した計画
手順が提案できたと言える。しかし、いくつか検討すべき課題も残っている。
①本論文では比較的道路ストックの整備されているグリッド型地区を対象として、住区交通抑制
　計画の考え方と手順を提案した。しかし、わが国はこうした道路ストックを持たない住区も多く、
　そのような地区において、道路ストック拡充を行なわずに、緊急的対策として住区交通抑制計画
　の適用が必要な場合も存在する。今後、そうした場合の計画方法について、道路ストックを十分
　持つ場合との相違や、具体的手法の検討が必要と考えられる。
②また、代替案作成の方針として提案した生活系ユニットと歩行者ネットワークの適用について、
　より詳しく検討する必要がある。特に適正な生活系ユニットのサイズ、自動車系道路の必要量、
　歩行者系道路の必要量、などを地区特性を考慮して検討することが必要と考えられる。
③本研究では、住民参加と柔軟な実施計画の重要性を指摘したが、実際にそうした計画を進める
　上では、計画プロセスにおける住民参加の時期のありかた、計画案選択におけるプランナー・住
　民・整備実施主体の役割のありかた、実験や段階的実施を進める場合の組織づくり、など多くの
　課題が残っている。今後、住区交通計画ではこうした実施計画を含めた計画手法の検討が重要に
　なると考えられる。
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第5章　住区交通抑制計画のための計算機支援システムの開発
5－1　概　説
　本章では、住区交通抑制計画を支援するための計算機支援システムを開発する。二のシステムは、
地区データや代替案データの入力とその管理、さらに計画情報の表示といつた作業を計算機で支援
する「地区情報処理シズテム」として構築されている。そして、計画代替案の選択や問題箇所の発
見を支援するため、交通シミュレーションモデル、および交通環境評価モデルを組み込んでいる。
　以下、まず5－2では、計画支援のための計算機システムに関する既存の研究と本研究の特徴を
述べる。5－3では、システムに用いるハードウェアの構成、及び基本機能について説明するとと
もに、住区交通抑制計画のプロセスに関連させてシステムの役割を明らかにする。次に5－4では、
システムで用いる基礎データと代替案の入力方法を説明する。そして、5・－5では、代替案評価の
ために開発した、交通シミュレーシBンモデルと交通環境評価モデルの内容とその特徴を明らかに
する。最後に5－6では本章め内容をまとめる。
5－2　従来の研究と本研究の特徴
5－2－1　計算機による計画支援の目的
　従来より、機械や構造物などの設計や都市・地域計画において、人間の創造力・判断力と計算機
のデータ処理能力とを有機的に結合させようとする試みが多く進められている。このようなシステ
ムは設計分野ではCAD（Computer　Aided　Design）1）と呼ばれ、グラフdックディスプレイ装置
を通じて計算機内のデータを具象化し、それを人間が判断して修正などを行なうといつた対話処理
を行いながら設計を進めるものである。
　CADと同様に、計画の分野においても、計画のプロセスの中に計算機を組み込む試みがなされ
ている2）。このような研究は、計画者の必要とする資料を提供し評価・判断・意志決定の手助けを
するとともに、計画の効率化と質的向上をはかることをそのねらいとしている。
　また、都市計画、特に本研究で扱うような住区計画では、地域住民をはじめ様々な人々が、計画
の議論に参加する機会が多い。この点においても、計算機支援システムは、計画者の意図や構想を
専門知識のない人々にもわかり易く伝達できる特徴を持つていることから、住民の判断を容易にさ
せるとともに、合意の形成に役立つと考えられている。
5－2－2　本研究に関連した従来の研究
　従来に見られる都市・地域計画での計算機支援システムの研究は主として2つに分けられる。
1）汎用的地理情報システムの研究
　ひとつは計画の要求に応じて必要なデータを効率よく検索、表示できるような汎用的な地理情報
システム（Geometry　Information　System：GIS）3｝を開発しようとする試みである。これらの
研究では、都市・地域計画に関するデータを体系的に整備し、範囲・項目・精度などの面でデー一タ
ベースを汎用的に設計し、多くのプロジェクトで共通に利用することに重点がおかれている。特に
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